
清掃技能検定＜ダスタークロス＞評価票
受検番号 特別支援学校 受検者氏名

○・・・よくできている　　△・・・小さなミス　　×・・・できていない
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60 片付け

61 終わりのコール

62 その他

クロス・柄
のセット

ふき方
進み方
(机の下)

△－５　×－１０

クロスの
処理

片膝を床につける

△－５　×－１０

△－２　×－５

ごみを集めた付近でヘッド、クロスの順で外す
クロスを浮かさない ヘッドを外す際にクロスが浮いたら△
ごみが付いた面を内側にしてたたむ

ふき方
進み方
(中央)

ヘッドを浮かさない

ヘッドの向きが自分に対して斜めにならない
４分の１重ねぶきをしている

ふいたあとを歩く

ヘッドの片面のみを使う
ごみを振り飛ばさない △－５　×－１０

バックしない

ヘッドを半回転させながら左右に動かす

ふき残しがない 壁際と中央も全てに重なりがあるようにする

ふき方進み方、ゴミ回収、仕上げ等の作業中で道
具や体を壁（想定）にぶつけない。
ゴミの回収に手間取っている場合など

ひとつの項目につき－５合計点数

手際よく行っている
△－１０　×－２０

途中の退室も対象
機材を資機材置場に戻す ひとつでも戻さない場合は×－５

スタートラインで帽子をとってコールをして一礼する △－２　×－５

四隅に「よし」と言ってごみがないのを確認する 緘黙児は合図していることが分かれば○

手順通り行っている 作業手順の動線が図解よりも多い場合は減点△

ヘッドが幅木に付くのも減点対象
バックしない

柄とヘッドを資機材置場に戻す

ほうきから落ちたゴミに気付いて退室前に回収は○

退室
「失礼しました」と言って一礼する

△－２　×－５
道具を壁(想定)にぶつけない

大きな音を立てない
ごみをすべてちりとりに回収する
入口から反時計回りに自己点検をする
ごみがあったら自在ぼうきと文化ちりとりを使って回収する 回収時と同じ面で掃かない場合は減点対象

残りのごみ
の回収

△－５　×－１０

文化ちりとりを後ろに引きながらごみを入れる

総合

自在ぼうきを正しく持つ 片面のみ使用　腕で固定（外側･内側とも○）

自在ぼうきの半分をちりとりに入れる

仕上げ

点検後、フロアにごみがない

途中退室・入室

入口で一礼して出入りをする

△－２　×－５

自在ぼうきと文化ちりとりを持って入室する

△－５　×－１０

クロスをごみ箱に捨てる

机の下にごみを残さない
柄を机にぶつけない

作業表示板を入口横に立てる 最初に用意する（最初でない場合は－２）

文化ちりとり
自在ぼうき

両手の間隔を肩幅程度開く

ダスタークロスを壁(想定)にぶつけない 途中の入室も対象とする

マットの上でヘッドを柄に装着する
柄を適切な長さに調節する 肩から耳の間

△－５　×－１０

用意しなければ×－１０

片膝を床につける

ヘッドが机の下に入っていれば○ヘッドを机の下に入れてごみを集める

入口左から始める

ヘッドを浮かさない

背筋を伸ばす △－５　×－１０

ヘッドをやや中央に傾ける
幅木に沿ってまっすぐ押す クロスがかする○　離れる減点対象
幅木に強くヘッドをぶつけない

※　ダスタークロスの柄、ヘッド、クロスを用意しない場合は検定中止とるする。

採点基準 備考
スタートラインで帽子をとってコールをして一礼する △－２　×－５ すべてできている○、すべてできていない×

入室
「失礼します」と言って一礼する

△－２　×－５

機材
準備

入口付近にクロスを広げ中央にヘッドを置く
クロスがしわにならないようにホルダーに留める

使用時の持ち出し、または、邪魔に
ならないところに置く

持ち方
親指で柄の先端をおさえる

△－５　×－１０柄の先端は柄の持ち手の脇のあたりにおく

途中の入退室はキャップを取らなくてよい

ヘッドを下に向ける

ふき方
進み方
(壁際)

△－５　×－１０

制限時間　８分 検定日　令和　　年　　月　　日（　　）

評価項目

服装

長ズボン、キャップ

△－２　×－５

すべてできている○、すべてできていない×

上着をズボンの中に入れる（半袖の場合） だらしない△、入れていない×
キャップをかぶる（おでこの真ん中くらい） 浅すぎ、深すぎ△
靴ひもが地面につかない、途中でほどけない


